
 

                                    

こ
の
日
の
打
線
は
、
チ
ャ

ン
ス
を
生
か
し
き
れ
な
か
っ

た
。
８
回
、
代
打
青
地
功
樹

(

文
３)

が
右
前
安
打
で
出
塁
。

犠
打
と
死
球
で
塁
を
進
め
る

と
、
前
田
滉
平(

法
４)

が
左

前
安
打
を
放
ち
、
二
死
満
塁

の
好
機
を
作
る
も
、
後
続
が

続
か
ず
三
振
。
こ
の
日
最
大

の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。 

後
が
な
い
９
回
、
先
頭
打

者
の
恒
川
大
輝(

法
２)

が
右

前
安
打
で
出
塁
す
る
と
。
代

打
の
松
尾
昭
典(
経
２)

が
中

前
に
打
球
を
運
び
、
念
願
の

１
点
を
得
る
。
な
お
も
二
死

１
、
３
塁
の
好
機
で
あ
っ
た

が
、
後
続
が
打
ち
取
ら
れ
試

合
終
了
と
な
っ
た
。 

中
１
日
で
先
発
し
た
東

野
龍
二(

商
２)

は
５
回
、
死

球
で
走
者
を
出
す
と
、
適
時

二
塁
打
を
浴
び
一
点
を
失
い

降
板
。
亜
大
打
線
に
苦
し
め

ら
れ
た
投
手
陣
は
、
８
回
に

も
１
点
を
許
し
た
。 

西
村
亮
監
督
は
「
最
後
は

追
い
上
げ
た
が
全
て
が
あ
と

一
歩
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る

一
方
、「
負
け
は
し
た
が
、
そ

う
い
う
姿
勢
が
見
え
て
き
た

の
で
残
り
の
５
試
合
で
し
っ

か
り
出
し
た
い
」
と
勝
利
に

向
け
て
意
気
込
ん
だ
。 

 

文
＝
高
橋
晶
子 

写
真
＝
斉
藤
広
樹 

駒 大 ０００ ０００ ００１＝０ 

亜 大 ０００ ０１０ ０１×＝２ 

      打安点 

(４)米 満 ２００ 

H田中佑 １００ 

(８)小 川 ２１０ 

(６)前 田 ３１０ 

DH永 山 ４１０ 

(３)恒 川 ４１０ 

R林 慧  ０００ 

(７)２岡 田 ４１０ 

(５)巻 木 ４００ 

(９)７中川昌 ３１０ 

(２)高橋亮 １００ 

H青 地 １１０ 

R島 田 ０００ 

９ 長谷川 ０００ 

H松 尾 １１１ 

    計  30８１ 

 

      回  打安責 

●東  野 ５ 20４１ 

  高橋由 ２1/３ 10１１ 

  白  銀     １００ 

  今  永 ０2/３ ２１０ 
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第５週 10月２日 

１勝２敗 

 

勝
ち
点
を
取
る
た
め
に

は
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い

３
回
戦
。
４
投
手
の
継
投

も
、
亜
大
打
線
に
２
点
を
許

し
て
し
ま
う
。
打
線
は
９
回

に
一
点
を
も
ぎ
取
っ
た
が
、

逆
転
に
は
つ
な
が
ら
ず
。
勝

ち
点
を
取
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。 

２回戦、７回二死１塁の場面で打席に入ったのは代打恒川大輝。思い切り

振り抜いたボールはライトスタンドへ吸い込まれ、試合を決定づける二点本

塁打となった。 

西村亮監督から「しっかり振れている」と評価される恒川はこの夏頭角を

現し、今秋の専大 1回戦で東都デビューを果たすと、亜大 1回戦では初ヒッ

ト。2回戦では本塁打と着実に結果を残している。 

「小技よりかは大きなのを狙いたい」―“打撃の駒大”復活へ。恒川のバ

ッティングに期待だ。 

(斉藤広樹) 

#35 恒川大輝 

【上】中一日での先発となっ

た東野 


